
 

  

  

   

 

 

 

人権講演会 

  先日、書道家の轟木太郎さんをお招きしました。大きな紙に力強く筆が走り、墨が躍る。その

圧倒的な迫力を前に、生徒たちは息を呑み、言葉にできないほどの感動に包まれていました。初

めて目にする書道パフォーマンスに、会場は静かな熱気に包まれました。「無限」というテーマの

もと、轟木さんは、今日できないことでも明日になればできるようになるかもしれないこと、そして、

自分で限界を決めず、焦らずゆっくり進んでいくことの大切さを語ってくださいました。今回の出

会いが、生徒たちにとって、自分の可能性を信じ、前に進むきっかけになることを願っています。

生徒一人ひとりの心に残る、とても温かい時間となりました。 

 

最後の正念場。君たちの「本気」は、日常の姿に宿る。 

いよいよ入試が目の前に迫ってきました。進路を目前に控え、言葉にできない不安や緊張と

戦っている人も多いことでしょう。そんな中、最近の君たちの生活はどうでしょうか。服装の乱れ、

登校時間の遅れ……。もしかしたら、焦りや疲れから、心の余裕を少し失ってはいませんか？ 

「当たり前のことを、当たり前にやる」。これを今、もう一度徹底してください。 「入試に関係な

いじゃないか」と思うかもしれません。でも、そうではありません。 

時間に余裕を持って動く。身だしなみを整える。丁寧な言葉を使う。 こうした日々の積み重ね

が、土壇場での「自信」に変わります。生活の乱れは、心の乱れ。そして心の乱れは、本番のわず

かな隙を作ってしまいます。 

君たちがこれまで三年間、どれほど努力してきたか、私たちは一番近くで見てきました。その努

力を、生活の緩みという小さなことで台無しにしてほしくない。最高の結果を掴み取るために、今

は心身ともに「戦える自分」を整えておく時です。 

卒業まであとわずか。そして、入試まであと一踏ん張り。 苦しい時は、周りを見てください。同

じ目標に向かう仲間がいて、君たちを信じて支える先生たちがいます。最後まで、自分を律する

強さを。そして、自分を信じる強さを。 全員が笑顔で「卒業」と「合格」を手にできるよう、先生た

ちは最後まで全力で伴走します。一緒に乗り越えよう！ 
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２月の予定表 

 

 

3 月の主な予定 

 ３月 ５日（木）お別れ会 

３月１１日（水）公立一般入試 

３月１２日（木）卒業式予行 

３月１３日（金）卒業式 

～保護者の皆様へ～ 

入試を目前に控え、ご家庭でも緊張感のある日々をお過ごしのことと存じます。この時

期、プレッシャーから生活に緩みが出やすくなりますが、当たり前のことを丁寧に積み

重ねる姿勢こそが、本番の自信へと繋がります。 

義務教育の総仕上げとして、自分を律し、胸を張って卒業を迎えられるよう、最後まで

粘り強く励ましていきましょう。教職員一同、一丸となって生徒たちをサポートしてま

いります。 

２（月） ３（火） ４（水） ５（木） ６（金） 

 A 火 623451    

９（月）50×5 10（火） 11（祝） 12（木）45×6 13（金）45×4 

５：私学入試 

  事前注意 

大阪私学入試 

 

受験しない人は

50×2 給食なし 

大阪私学入試 

建国記念の日 

(放)専門委員会 

 

 

 

16（月）50×5 17（火）45×６ 18（水）45×4 19（木） 20（金） 

 

 

B B 

 

特別選抜入試 

道＋木 4562＋避

難訓練 

 

特別選抜入試 

23（祝） 24（火）45x6 25（水）50×3 26（木）50×3 27（金）50×3 

天皇誕生日 木１～5 

 ６：生徒集会 

特別時間割 

給食なし 

進路懇談 

特別時間割 

給食なし 

進路懇談 

特別時間割 

給食なし 

進路懇談 
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